
猛暑によりブドウの成熟が早まったことを
受け、フランスがシャンパンのアルコール

度数上限を15％に引き上げ
この暫定規則は、同地域のワイン醸造基準に気候変動が及ぼす影響を踏まえ、

今年の収穫量に対する通常の13％の上限を撤廃するものである。
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フランス当局は今年、シャンパーニュ地方の生産者に対し、アルコール度数が最大15％に達するワ
インの使用を一時的に許可した。これは、同地域で記録的な猛暑によりブドウの成熟が早まり、糖
度が高まったことを受け、通常の制限値である13％を引き上げたものである。

この決定は、フランス北東部のシャンパーニュ地方で、猛暑により栽培者が例年より早く収穫を余
儀なくされた生育期を受けて下されたものである。高温の条件下ではブドウの糖分がより早く蓄積
され、発酵によってその糖分がアルコールに変換されると、アルコール度数が上昇することになる。



シャンパーニュの生産者にとって、この変更は、天候の変化が規則の対応を上回った今年に対する
現実的な対応である。同地域は厳格に規制されており、アルコール度数はワインの製造や販売方法
を規定する基準の一部となっている。  一時的な引き上げを認めることで、フランス政府は生産者
に対し、アペラシオンの通常の枠組みから外れることなく、今年のブドウを処理するための余地を
与えている。

この措置が、必ずしも消費者が突然、アルコール度数15％のシャンパンばかりを目にするようにな
ることを意味するわけではない。実際には、生産者は醸造所において、ワインの最終的な味わいに
影響を与えるブレンドの決定を含め、依然として選択肢を持っている。しかし、上限の引き上げは、
非常に暑い年において、ブドウ畑での出発点が変化したことを認めるものである。

この問題は、世界で最も有名なワイン産地の一つが直面している、より広範な課題を反映している。
シャンパーニュは長きにわたり、酸味を保ち、熟成を緩やかに進めるのに役立つ比較的涼しい気候
に依存してきた。そのバランスこそが、このワインのスタイルの中核をなしている。  暑さが早く
訪れ、あるいは長く続くと、ブドウはより早く成熟し、酸度が低下し、生産者が収穫の準備を整え
る前にアルコール度数が上昇してしまう可能性がある。

気候変動により、ヨーロッパ全土で熱波の発生頻度と強度が増すにつれ、こうした変化の重要性は
高まっている。ワイン産地では、生産者が変化する状況に対応するため、収穫時期、ブドウ畑の管
理方法、醸造技術を調整せざるを得なくなっている。「北に位置し、歴史的に涼しい地域」という
評判があるシャンパーニュでさえ、その圧力から免れることはできない。

この規制の変更は、今年の収穫だけにとどまらない重要な意味を持ちます。飲料業界にとって、こ
れは気候ストレスがもはやワインやスパークリングワインの生産者にとって抽象的な懸念事項では
なくなったことを示す、さらなる兆候です。気候ストレスは、生産規則、ブレンド戦略、表示の決
定、そして収穫計画にリアルタイムで影響を及ぼし得るのです。  異常気象の年においては、生産
者は、消費者が期待するスタイルを維持しつつ、ワインを法的および商業的な基準内に収めるため
に、規制当局からより柔軟な対応を求める必要が生じるかもしれない。

これはサプライチェーン全体に影響を及ぼす可能性がある。早熟化したブドウは収穫期間を短縮さ
せ、生産者には労働力や機材をより迅速に動員することを迫るかもしれない。ワイナリーは発酵管
理を調整し、熟度、フレッシュさ、アルコール度のバランスをどう取るかを判断しなければならな
いかもしれない。温暖な季節がより一般的になれば、一時的な例外措置が業界の運営においてより
頻繁に組み込まれるようになるだろう。

シャンパーニュの生産者は、ここ数年、温暖化という状況に適応を進めてきた。過去数十年と比べ
て早期収穫が一般的になっており、これは同地域の気候が着実に変化していることを反映している。
一部の栽培者やメゾン（醸造所）は、樹冠管理、畑の選定、ブドウ畑での作業時期の調整といった
対策でこれに対応している。  また、セラーでの酸度の維持やアルコール度数の抑制に注力する動
きも見られる。

同時に、この地域はスタイルやアイデンティティに対する強い期待に依然として縛られている。シャ
ンパーニュは単なるスパークリングワインとしてだけでなく、産地、製法、そして一貫性と密接に
結びついた製品として販売されている。規制の調整は、たとえ一時的なものであっても、環境の変
化が、異なる条件の下で築かれた基準に圧力をかけ始めていることを示すため、注目を集めること



になる。

今年のフランス規制当局の決定は、その点を浮き彫りにしている。従来の13％という上限は、この
地域で想定される通常の範囲に基づいて設定されていた。今シーズンの猛暑により、その範囲を維
持することが困難になった。当局は、天候による成熟の遅れを理由に生産者に規制違反を強いるの
ではなく、今年のヴィンテージに限って上限を拡大することを選択した。

この動きは、他のワイン産地や飲料業界全体の生産者からも注視されることになるだろう。政府や
原産地呼称管理団体が暑さに対応して技術的規則を変更することは、気候変動の影響が、もはや畑
での農業だけでなく、ボトルに詰められる製品を規制する法的・商業的システムまでも形作ってい
ることを示唆している。


